
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 主 な 行 事 

１ 日 バドミントン新人戦予選会 

２ 月 学習相談週間～6日 学校安全日 

３ 火 ALT 

４ 水  

５ 木 1・2年標準学力検査 3年助産師派遣事業 

６ 金 公立高校願書WEB入力受付開始 

７ 土 バレーボールフェスティバル 

８ 日 生活リズムチェックシート～14日 

９ 月 冬休みの計画づくり 

10 火 ALT 

11 水  

12 木  

13 金 公立高校願書提出校内締切 

14 土  

15 日  

16 月  

17 火 常任委員会 ALT 

18 水 1･2年やまのべ発表会 

19 木 評議会(1月定例) 

20 金 公立高校願書WEB送信校内締切 

21 土  

22 日  

23 月  

24 火 大掃除 ALT 

25 水 長期休業前全校集会 3年後期期末テ範囲提示 

26 木 冬季休業開始 冬休み学習会 

27 金 冬休み学習会 

28 土  

29 日 学校閉庁日 

30 月 学校閉庁日 

31 火 学校閉庁日 大晦日 

 

 
《 校  訓 》 

未来を拓く強い意志 
《学校教育目標》 

○自主性をもち学び続ける生徒 

○自らを律し広い心をもつ生徒 

○心身を鍛え人生を切り拓く生徒 

【釧路町立別保中学校 学校だより】令和６年１１月２６日発行 No.８ 

「自分の生き方」 
校長 藤 田 崇 充 

 いつもこの時期になると思い出すことがあります。釧路市内の書店で卒業生に偶然会ったときのことです。「藤田先生ですよ

ね。●●中学校でお世話になった△△です。覚えていますか。」「いま、大学が休みで釧路に帰ってきていました。」と近況を話し

てくれました。私はそんな時には大抵、「どこの大学に進んだんですか」ではなく、「何を勉強してるんですか」と聞きます。「□

□学部で◎◎の勉強をしています。将来、○○の仕事をしたいんです」とちょっと真剣な顔で答えてくれます。「どこの大学に進

んだんですか」と聞くと偏差値の比較の中で答えることが多くて、「たいした大学じゃないんですが…」とか「ここしか入れませ

んでした」とか謙遜もあるんでしょうが、そんな答えが中心になってしまいます。しかし、「何を学ぶか、何を学ぶために大学へ

進学したのか」を話すときの卒業生たちはみんな自分自身を生き生きと語ってくれます。 

 １１月になり、３年生は、自分自身の進路に向きあっています。進路の資料となる３回の学力テストを終えて現時点での自分

自身の学力がどの程度身に付いているのか、どの部分の学習が足りないのかが見えてきたことと思います。このあと、三者面談

で進路を確認して、あとは入試まで全力で学習に向きあうことになります。それと並行して「面接練習」も始まることになりま

す。例年、面接練習で私は「あなたは中学校を卒業したら、どのような進路を考えていますか」ということを必ず質問していま

す。「○○高等学校へ進学したいのであればそれはなぜですか」そして「その高等学校で何をやりたいのですか」「その高等学校

を卒業したら、どのような進路を考えているのですか」と掘り下げます。それは現時点でどう考えているかということで、先々

変更があっても全然かまわないものです。しかし、現時点で真剣に進路に向き合っている様子やその覚悟をその問いを通して話

せるようになっていてほしいですし、その様子を校長としては感じたいのです。 

 さて、面接練習でじっくりと話してみると「私は人の役に立ちたいから…」「みんなの笑顔を見るのが好きだから…」「将来は

○○になりたいんです」と大抵は自分はどのような生き方をしたいのかを話してくれます。つまり、「高校入試」（受験）は、自

分はこれからどのような生き方をしていきたいかを自分に問い続けていく、その第一歩なのです。では、どんな生き方をしてい

くべきなのでしょうか。これからは先が見通すことが困難な時代になると言われていますが、私は、自分自身が幸せになる生き

方、さらに人を幸せにする生き方をして欲しいと思います。面接練習がとても楽しみです。この残り４ヶ月の中学校生活。これ

まで共にすごした仲間と励まし合い、時には教えあう３年生の姿が学校生活の中で見られることを期待しています。そして、こ

の「高校入試」が、どんなかたちであれ、一人一人にとって「自分の生き方」を考えるきっかけになることを願っています。自

己実現の為に今できる努力を積み重ねてくれるよう応援していきたいと思います。 

〒088-0603 釧路郡釧路町別保南２丁目 44番地１ TEL:0154-62-2019 

 

※発行日時点の予定になりますので、変更が生じた場合はご了

承下さい。 



別保スケートリンク造成作業 １１月９日（土）…別保小学校のグラウンド 

 当日は天候にも恵まれ、小中の保護者や児童生徒、教職員を合わせ

て４０名程の参加がありました（中学校からは生徒４名、保護者・教

職員から１３名の参加）。 

 今年度はあらかじめ小学校の高学年で枠板を運び、小学校の校長先

生や公務補さんが直線部分を設置する作業をしていただいたので、ス

ムーズに作業を進めることができました。 

釧路管内ＰＴＡ連合会研究大会鶴居村大会 １１月１０日（日）…鶴居村総合センター 

 講演会では、冬季オリンピックの金メダリストである高木菜那さんの「なな転び八起き～わ

たしが今伝えたいこと～」と題した講演がありました。自分と親との関わりの中から、自己決

定力が育まれたことや、オリンピックの映像を振り返りながら「その時に何を考えていたの

か」などを、親しみやすい語り口でお話しになり、アッという間に予定されていた時間が過ぎ

た感じでした。 

釧路町ＰＴＡ連合会研究大会 １１月１７日（日）…富原中学校 

 開会式に続き町Ｐ連の表彰が行われ、平成 4年度まで本校の PTA

会長を務めていただいた辻村慎太郎氏が表彰されました。 

また、表彰式の後は辻川教育長による「釧路町大好きっ子になろ

う！」と題した講演がありました。保護者の方からは、「教育長さん

のお話は普段なかなか聞く機会がないので、釧路町の各学校の様子を

知ることができて良かった。」という感想が聞かれました。 

 

 本校では、総合的な学習の一環として、１学年は「地域を

学ぶ」をテーマに学習をしています。 

 １０月３０日（水）には、別保地区の歴史をよく知る滝田

一雄さんを講師としてお招きし、炭鉱で栄えていた時代の様

子をお話していただきました。その後はフィールドワークと

して、石炭を運ぶための貨物レールの跡や、炭鉱の坑口跡な

どを訪れ、当時の様子を学ぶことができました。 

 今は１２月 18日（水）に予定されている「やまのべ発表

会」に向けて、１・２年生ともに、学習を深めているところです。当日はぜひご来校いただ

き、生徒の学習の成果をご覧ください。 

 なお、今回のフィールドワークを実施する上で、炭鉱の坑口跡付近の生徒の動線や安全を確

保するため、「葵・本田経常建設共同企業体」様には、周辺の草刈りやロープの設置等をしてい

ただきました。ご支援・ご協力に深く感謝申し上げます。 

 １１月２１日（木）に、２年生とその保護者を対象にした高校説明会を実施しました。２年

生の進路希望調査から、進学希望のあった８つの高校（高専含）の担当者に来校いただき、学

校の特色や学習内容、進路等についてのお話をしていただきました。説明を通して、具体的な

進路をイメージすることができ、有意義な説明会となりました。 

 

【バドミントン部】 

◎ラケットショップミカミ杯釧根地区中学生バドミントン大会 ～10 月 26 日(土) 釧路町体育館～ 

男子シングルス ３回戦進出  三浦 拓真（２年） 

        ２回戦敗退  安彦 虎琉（２年）  田村  陽（１年） 

        １回戦敗退  石井 陽織（１年）  藤野 広翔（１年） 

               矢本 心彪（１年） 

男子ダブルス  １回戦敗退  上田 泰雅（２年）・河野 愛斗（２年） 

               井口 航輝（２年）・田村  陽（１年） 

女子シングルス ２回戦進出  和田 夏実（１年） 

女子ダブルス  １回戦敗退  北 愛絵瑠（１年）・鍋久保 葵（１年） 

【バレーボール部】（別保・遠矢・釧路共栄・浜中茶内合同） 

◎会長杯争奪中学校バレーボール大会 ～１１月９日（土） 別保中体育館～ 

２回戦  〇 ２－０ 対 青陵 

準決勝  ● ０－２ 対 庶路学園・北・鳥取西 

◎釧路地区バレーボール新人リーグ戦３次リーグ ～１１月２３日（土） 庶路学園体育館～ 

《リーグＡ》 〇 ２－０ 対 幣舞 

       ● ０－２ 対 鳥取 

《Ａ，Ｂ順位決定戦》 〇 ２－０ 対 庶路学園・北・鳥取西 

【第４３回全国中学生人権作文コンテスト東北海道大会】 

◎最優秀賞（釧路地方法務局長賞）…坂本 茉那  題名「守られる人権」 

【中学生の「税についての作文」】 

◎北海道税務関係団体連絡協議会会長賞…廣野 結菜 

◎釧路地区納税貯蓄組合連合会優秀賞…小野 湖春 

 

スクールカウンセラー～１２月の来校予定 
《伊藤 真理ＳＣ》 《村上沙由里ＳＣ》 

１２月１７日（火）１２:００～１６:００ 
１２月 ６日（金） １０:３０～１２:００ 

１２月１０日（火） １５:００～１６:３０ 

※１２月は上記の日程で来校予定ですので、お子さんのことで話を聞いてもらいたいことや相

談がありましたら、学校（担任や教頭）までお問い合わせ下さい 

病院や劇場まであった当時の様子を、地

図を使いながら、わかりやすく説明して

いただきました。 


